（別紙様式第1号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

東京農工大学学術指導申込書	Comment by 産学連携係: 本様式の押印は不要ですが、貴社にてPDF化いただき、ご提出くださいますよう、よろしくお願いします（PDF化が出来ない場合は、ご連絡ください）。
国立大学法人
東京農工大学長　殿
所在地
機関等の名称
代表者氏名　（職名）　（氏名）	Comment by 産学連携係: 学術指導契約の権限のある方を記入してください。

下記のとおり、学術指導の申込みをします。

記

１　学術指導に従事する本学の研究者　（所属・職・氏名）

２　学術指導の題目　　　（○○　に関する指導）

３　学術指導の内容　　　（学術指導の内容を簡潔に記入）

４　学術指導の期間
(1) 学術指導の実施期間　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで
(2) 学術指導の回数・時間　　□年　□月　□週　　　回・1回当り　　時間	Comment by 産学連携係: この分け方で記載しにくい場合には、［期間中○回］と書き換えてください。

５　学術指導の実施場所　東京農工大学　○○地区（府中地区、小金井地区など）
又は株式会社　▽▽研究所（○△事業部など）
６　学術指導料(消費税額を含む。)　　　　　　円（備考：　　　　　　　　　　　）	Comment by 産学連携係: 実施場所が当方の学内の場合、1時間当りの基準額に従い、算出してください。なお基準額は職位に応じ、以下のとおりとなります。
・教授職：１時間当り84,000円以上
・准教授/講師職：１時間当り60,000円以上
・助教職：１時間当り36,000円以上
※各直接経費・間接経費含む。
学内ではない場合、原則としてかかる交通費、宿泊費を含むため、備考欄に合計何回出張するかを記載。
上記金額に交通費、宿泊費を（□含む，□含まない，□学内実施のため該当せず）
　（含まない場合の支払い方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）	Comment by 産学連携係: 交通費、宿泊費を含まない場合は別途支払いを行う方法について記載。また、説明用サンプル作成費など、その他の経費が含まれる場合は、備考欄に内容と金額を記載。


７　その他	Comment by 産学連携係: 申込書の連絡担当者（所属、職、氏名、住所、電話番号、メールアドレス）を記載してください。
また、その他必要事項があれば記入してください。
